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現/l三位案さirしているアレロパシーの閉域において

も単に市等柄物相互問での直接的な作用形態のほか

に.間接的に帥物恨部と微生物剛の相互作用を通し

て.他純的物に形博を与えているとの知見も多く,

例えば.繋Rl司定バクテリアのように直接櫛物の生
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-マスゲ塊茎から分触したfIiJ油成分ならびにそれ

をf花成するセスキテルペン軌 二は捕物生艮抑制作用

が認めらlLる.一方それらは他者部を通して近傍の

ta 
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-マスゲ精油成分の抗微生物活性 について
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あるいはそれとは逆に分秘物が他部周辺の土壌微生

物僻を州加#_持させるいわゆる松田効果4･)0)もま1=

その一例といえる.一万二九とは別に純物体からの

分相物故が微生物によってJn加することも報告され

羅*_

いわゆる純物rH】相互作例物質として関与しているこ

とを既に報告した 781. Lかし.土壌中に椎行した 

fItL抽成分は他純机物のみならず.土壌敢隼物や昆虫

恥 こ対してt,鮎博をおよはすことが推頼される.
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地物 と微生物の柏 正作mLi多岐にわ1=っていること O16'D)α〔 C(● ,0c3.n).IR(続映7 08 m 1to
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が知 られている.

マ スJ Jところで,近年 - yF))除の勃n-を向 ヒさせる

.80cm9I8cm-11
61 -I(ビニ リデンオレフ ィンのC

NMR..-I(環状 ケ トンのC 0)8cm-1
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理的特性 を組込んだ防除法や微生物や昆虫を利用 し

た生物的方法が提唱 さtt.ている.柑 二 -マスγに選
pm2p71S

2.0と略す )m/e2M

択的に寄生する微生物や特派的に食W.杏,tJす昆虫を

を介 した信主.寄主rJ11.の側係を発明することが必要
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one-ene-3 の合成 

300mgのユ タノー Iir -3Lf液に I mg

-を添02-6食 rI.... Jか ら1iを加えて壮拝 しf: 時榊水R

.R.i加 し.反応後 J,' .その I NMRMS:f

そこで本職では-マスケに'3イほ LLる帥油成分の などの轄米は次の泊 りである. 

である. ''でもJ =) '製 Ll 

生休外での作用形態を検.肘するrR巌の一局 として. 4(α〕oh13 6E,･O-C8(.･ :tOH).TR(液暇1 076)
特に微生物への影簡l二ついて器 rの検 .･ 行った.- iほ

ここにその大要 を報告す る. 
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であったので.生理活性 と化1-柵道 との関綿を把握

を用いて関越化

lt'- 8濁 させて Ltをとり.脱 イオン水に.. ちに発牙AJ験t
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CP OyernL･r e200アに溶解する.その溶液に mgを含 二水掛 打続のト 2滴下 Lて発芽を閃'gL1後.検税j =

t0mlを適加 し.3) により党y･を調J した.(分閉据推 挽. 1gむエーテル浴液 1

の塩化アンモニウムを加えて屯I アンモ ま/=ンT〝イモ岐柄['符の場合は. iJヤqイモ塊 茎iに放正 L

ニアを除よした後.エーテルにて抽Lq 活t=アル (品f･rl:タンシヤク)の切I.'に噌柄俄の逝起1を摘旅iL l. L -
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ミナカラム クロフ トグラ7イー と,..&切により榔魁 L 

.その I MRMSの結果は次の通りである.
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撫潮水rトに懸濁 L, 1時批 
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l= 2'Cで放逝 Lて避 Jtll･
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油の検出には,切片をアニスアルデヒド.齢億試感を水中に遊離させた.次に L妃と同様に渦動した柑

油成分の lと16%准大破0 nlを8 Cのウォー0●5r.

-_

05m. にて反応させて実施し1=. 

タ-,<スL川二保っf=拭験符で批ぜた後.スライドグラ llL 結果 および考察

ス_Lに沈して固化させたものを検定層とし,この L 精油成分の分布状態および生育L=伴 う変動

に遊走 71懸濁液の00 は 満下し､iii潤T.2.3m C.5' 塊茎切Jの検矧 こよる柑油の分布状態の穂紫は. 
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EZ叩培凝 LI=供淡I-のL一nA.J 糸およtF抱 7-を LTlt 呈色させ 1=

の lmlをPSA培地 -C5●(4 軌rPEこも詑められる.一方.塊茎から水運穴.RE軌 こ

や く9cmシャーレに脆し込んで検淀培地とする.二

jt

よって柑たf

.ホ色反応を,すことから.呈色細胞中には搾油成分
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とともに変化を示す.特に雌瓢では.生†TIJH明の30 とより,塊茎組轍では抜1 柑油を茄械しているが.

日から45日の時期に多足の躯梢を示すが.塊茎形成 地-F基や他部では.庄tJJ‖捌の処梢はfJ:く.常に生体
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45が盛んになり,また花序が抽出される 日以後にな 外に排出されていることが考えらJLる.
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